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空をつくけやき二本に風わたり
若葉ふれ合う音を聞き居り　 中元　絢子

小平市はGPN会員として
印刷のグリーン購入に取り組んでいます この市報は環境に配慮して、古紙配合の再生紙、低VOCインキを使用しています。

　

玉
入
れ
や
パ
ン
食
い
競
走
、
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
ど
な
た

で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
内
容
で
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

５
月　

日
（
土
）　

午
前　

時

２１

１０

か
ら

※
雨
天
の
場
合
は　

日
（
日
）
に
順
延
、

２２

　

日
が
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

２２と
こ
ろ　

萩
山
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

主　

催　

小
平
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
小

平
市

問
合
せ　

障
が
い
者
支
援
課
緯　

（
３
４

０４２

６
）
９
５
４
０
、
俊　

（
３
４
６
）
９
５

０４２

４
１

 　

障
が
い
者
の
自
立
支
援
に
つ
な
げ
る
た

め
に
、
手
の
自
由
を
失
っ
た
世
界
各
国
の

画
家
た
ち
が
口
や
足
に
筆
を
取
り
、
描
い

た
絵
画　

点
を
展
示
し
ま
す
。
画
家
の
創

８０

作
実
演
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

と　

き　

５
月　

日
（
金
）
〜　

日
（
日
）

２０

２２

　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

と
こ
ろ　

三
菱
電
機
ビ
ル
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ

ス
・
教
育
セ
ン
タ
ー
内
体
育
館

口
と
足
で
表
現
す
る

世
界
の
芸
術
家
た
ち

絵
画
展

費　

用　

無
料

後　

援　

小
平
市
教
育
委
員
会
、
小
平
市

社
会
福
祉
協
議
会
、
小
平
市

c
c

c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
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怯
２
０
１
６
こ
だ
い
ら
合
唱
団
員
を
募
集

　
　

月　

日
（
日
）
に
ル
ネ
こ
だ
い
ら
で
、

１２

１８

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
「
レ
ク
イ
エ
ム
」
を
歌

う
合
唱
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

原
則
と
し
て
、
小
平
市
、
東

村
山
市
、
清
瀬
市
、
東
久
留
米
市
、
西
東

京
市
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

募
集
人
数　

女
声
…
百　

人
、
男
声
…　

５０

５０

人費　

用　

一
般
…
１
万
６
千
円
、
学
生
…

１
万
４
千
円

※
ほ
か
に
、
楽
譜
代
１
千
５
百
円
が
必
要

で
す
。

共　

演　

小
平
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

指　

揮　

佐
藤
宏
充
さ
ん

▽
練
習　

７
月
６
日
〜　

月　

日
の
水
曜

１２

１４

日　

午
後
７
時
〜
９
時　

分　

全　

回

１５

２６

※　

月　

日
・　

日
の
土
曜
日
も
予
定
。

１２

１０

１７

と
こ
ろ　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル
ほ
か

指　

導　

藤
井
宏
樹
さ
ん
ほ
か

申
込
み　

５
月　

日
（
火
）
ま
で
（
消
印

３１

有
効
）
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
、
パ
ー
ト
（
自

己
申
告
）、
楽
譜
（
全
音
版
を
使
用
）
購
入

希
望
の
有
無
を
記
入
の
う
え
、
小
平
市
文

化
振
興
財
団
「
２
０
１
６
こ
だ
い
ら
合
唱

団
」
団
員
募
集
係
（
〒　

們
０
０
４
１　

１８７

美
園
町
一
丁
目
８
番
５
号
）
へ

問
合
せ　

２
０
１
６
こ
だ
い
ら
合
唱
団
実

行
委
員
会
・
石
原
緯
０
９
０
（
４
５
３
１
）

４
６
７
３

 
怯
学
習
講
座
（
ホ
ッ
と
Ｈ
Ｏ
Ｔ
こ
だ
い
ら

フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
イ
参
加
事
業
）

と　

き　

５
月　

日
（
土
）　

午
前　

時

２１

１０

〜　

時　

分

１１

３０

費　

用　

無
料

対　

象　

小
学
生
（
親
子
可
）

定　

員　
　

人
３０

内　

容　

電
池
と
コ
イ
ル
で
電
磁
石
を
作

ろ
う
、
砂
糖
や
塩
を
顕
微
鏡
で
観
察
し
よ

う持
ち
物　

筆
記
用
具

申
込
み　

５
月　

日
（
金
）
ま
で
に
、
ふ

２０

れ
あ
い
下
水
道
館
へ
（
電
話
可
、
先
着
順
）

緯　

（
３
２
６
）
７
４
１
１

０４２

５月の催し

ふ
れ
あ
い

下
水
道
館

　

市
内
の
用
水
路
に
は
、
多
摩
川
か
ら
導

か
れ
た
水
が
流
れ
、
環
境
資
源
と
し
て
皆

さ
ん
に
潤
い
と
安
ら
ぎ
を
も
た
ら
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
用
水
路
を
き
れ
い
に
保

つ
こ
と
は
、
環
境
整
備
と
清
流
の
復
活
へ

と
つ
な
が
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
市
で
は
毎
年
、
用
水
路
近

隣
の
自
治
会
な
ど
の
協
力
に
よ
り
、
沼
さ

ら
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

き
れ
い
な
用
水
路
の
保
全
に
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

と　

き　

５
月　

日
（
日
）

１５

※
５
月　

日
（
木
）
か
ら　

日
（
月
）
ま

１２

１６

で
、
市
内
全
域
で
用
水
路
の
水
が
止
ま
り

ま
す
。
地
域
に
よ
り
水
が
完
全
に
停
止
す

る
ま
で
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

※
雨
天
の
場
合
は　

日
（
日
）
に
延
期
し

２２

ま
す
。

問
合
せ　

水
と
緑
と
公
園
課
緯　

（
３
４

０４２

６
）
９
８
３
１

 　

市
内
に
は
、
市
民
が
共
同
で
作
っ
た
発

電
所
が
３
か
所
あ
り
、
市
民
の
力
で
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
地
域
で

作
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
域
で
使
う
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
の
取
り
組
み
で

す
。
停
電
時
に
は
、
非
常
用
電
源
に
も
な

り
ま
す
。

　

こ
の
発
電
所
を
見
て
回
り
、
太
陽
光
発

電
と
電
力
自
由
化
に
つ
い
て
学
習
し
ま

す
。

と　

き　

５
月　

日
（
土
）　

午
前　

時

２１

１０

〜
午
後
０
時　

分　

雨
天
決
行

３０

集　

合　

午
前　

時
、　

新
小
平
駅
前

１０

JR

コ
ー
ス　

新
小
平
駅
們
３
号
機
「
未
来
」

（
小
川
町
）
們
２
号
機
「
や
ま
び
こ
」（
津

田
町
）
們
１
号
機
「
市
民
共
同
発
電
所
」

（
学
園
西
町
）

費　

用　

３
百
円

定　

員　
　

人
２０

主　

催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
だ
い
ら
ソ
ー
ラ

見見見見見見見見見見見見見見見見
てててててててててててててててて
歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩

見
て
歩
ききききききききききききききききき

市市市市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民民民民
共共共共共共共共共共共共共共共共

市
民
共
同同同同同同同同同同同同同同同同同

発発発発発発発発発発発発発発発発
電電電電電電電電電電電電電電電電
発
電
所所所所所所所所所所所所所所所所所

見見見見見見見見見見見見見見見見
学学学学学学学学学学学学学学学学
セセセセセセセセセセセセセセセセ
ミミミミミミミミミミミミミミミミ
ナナナナナナナナナナナナナナナナ

見
学
セ
ミ
ナ
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

きれいな流れを私たちの手で

ー
、
小
平
市

申
込
み　

５
月　

日
（
水
）
ま
で
に
、
問

１８

合
せ
先
へ
（
電
話
・
電
子
メ
ー
ル
可
、
先

着
順
）

問
合
せ　

こ
だ
い
ら
ソ
ー
ラ
ー
・
西
村
緯

０
９
０
（
４
８
２
０
）
０
７
５
６
、
死k

odaira.solar@
gm
ail.com

 　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
光
化
学
オ
キ
シ

ダ
ン
ト
と
い
う
有
害
物
質
が
、
空
気
中
に

雲
の
よ
う
に
漂
う
現
象
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
９
月
に
か
け
て
光
化
学
ス
モ

ッ
グ
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
が
、
こ

の
濃
度
が
高
ま
る
と
、
目
や
の
ど
の
痛
み

な
ど
、
人
体
へ
の
悪
影
響
が
生
じ
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。

怯
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
情
報

　

注
意
報
・
警
報
の
発
令
情
報
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
ま
た
、

下
図
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

登
録
す
る
と
、
電
子
メ
ー

ル
で
確
認
で
き
ま
す
。
な

お
、
地
域
選
択
は
「
多
摩

北
部
」
で
す
。

 

検
索　

東
京
都
環
境
局

怯
注
意
報
・
警
報
が
出
た
ら

▽
屋
外
へ
出
る
こ
と
は
控
え
る

▽
目
や
の
ど
が
痛
く
な
っ
た
ら
、
す
ぐ
に

洗
眼
し
、
う
が
い
を
す
る

問
合
せ　

環
境
政
策
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
５
３
６

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に

ご

注

意

を

HP

問
合
せ　

三
菱
電
機
ビ
ル
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ

ス
叙
・
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
緯　

（
３
４

０４２

１
）
４
５
１
１

 　

平
日
の
昼
間
の
１
時
間
、
名
曲
を
ト
ー

ク
付
き
で
お
贈
り
し
ま
す
。

と　

き　

５
月　

日
（
火
）　

正
午
開
演

１７

と
こ
ろ　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
大
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

費　

用　

５
百
円
（
全
席
自
由
）

※
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん
の
入
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

曲　

目　

Ｃ
・
サ
ン
・
サ
ー
ン
ス
「
ロ
マ

ン
ス
」、
Ｅ
・
ダ
マ
レ
「
白
つ
ぐ
み
」
ほ
か

出　

演　

丸
田
悠
太
（
フ
ル
ー
ト
）、
高
江

洲
愛
（
ハ
ー
プ
）

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ

ルネこだいら
ランチタイム・
コンサートVol.１９

若
葉
を
彩

若
葉
を
彩
るる

フ
ル
ー
ト

フ
ル
ー
ト
とと

ハ
ー
プ
の
調

ハ
ー
プ
の
調
べべ

問
合
せ　

小
平
市
文
化
振
興
財
団
緯　
０４２

（
３
４
５
）
５
１
１
１

 
と　

き　

６
月　

日
（
水
）　

午
後
２
時

１５

開
演

と
こ
ろ　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
中
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

費　

用　

１
千
円
（
全
席
指
定
）

第
７
回　
ル
ネ
・
お
笑
い
演
芸
館

三
遊
亭
兼

三
遊
亭
兼
好好独

演
独
演
会会

出　

演　

三
遊
亭
兼
好
、
三
遊
亭
け
ん
玉

申
込
み　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
チ
ケ
ッ
ト
カ
ウ

ン
タ
ー
へ
緯　

（
３
４
６
）
９
０
０
０

０４２

問
合
せ　

小
平
市
文
化
振
興
財
団
緯　
０４２

（
３
４
５
）
５
１
１
１

 
と　

き　

５
月　

日
（
日
）　

午
後
３
時

２９

開
演 仲

道

郁

代

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

デ
ビ
ュ
ー　

周
年
記
念

３０

と
こ
ろ　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
大
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

費　

用　

２
千
８
百
円
（
全
席
指
定
）

※
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん
の
入
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

曲　

目　

シ
ョ
パ
ン　

ワ
ル
ツ
第
１
番

「
華
麗
な
る
大
円
舞
曲
」、
ポ
ロ
ネ
ー
ズ

第
６
番
「
英
雄
」
ほ
か

申
込
み　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
チ
ケ
ッ
ト
カ
ウ

ン
タ
ー
へ
緯　

（
３
４
６
）
９
０
０
０

０４２

問
合
せ　

小
平
市
文
化
振
興
財
団
緯　
０４２

（
３
４
５
）
５
１
１
１

帆船

メ
ー
ル
登
録

Q
R
コ
ー
ド

用
水
路
の
沼
さ
ら

用
水
路
の
沼
さ
ら
いい

清
流
維
持
に

ご
協
力
を

多
摩
六
都

フ
ェ
ア

障
が
い
者
運
動
会

第　

回
４２

高江州愛・丸田悠太

小平第六中学校の南側に、生徒と武蔵野美術大学の学生が協働で制作した看板が登場しまし
た。地域の方や保護者の協力を得て完成した看板は六中の「にぎやか」さを表しています。
「完成したときは達成感があった。どんな気持ちで見てもらえるか楽しみ」（六中生徒）
「何を伝えたらいいか、アイデアをどうまとめるか苦労した」「制作過程で中学生と良い関係
を築くことができた」（武蔵野美術大学学生）
年齢の異なる若者たちが、美術と社会をつなぐメディアとして生み出した「７秒間のアート
ワーク」。西武新宿線花小金井・小平駅間の北側の車窓から７秒間、楽しめます。

六中中にに看看板板ががおお目目見見ええ

西武新宿線に
乗ったら
ぜひ見てね


